
 この翼角が給餌を引き出している機構や，どのようにして

進化してきたのかということについては，詳しいことはわ

かっていません．しかし，ビデオを用いて観察を行った結

果，ごく稀にですが，宿主が間違えて翼角に給餌を行うこ

とが確認されました（Tanaka et al. in press）．この観察から，

宿主は巣の中にいるヒナの数が多いと錯覚してしまうため

に餌を多く運んでくる，ということが示唆されます． 

 また，ジュウイチの宿主は地面に営巣する鳥がほとんど

なのですが，地上近くに巣を作る鳥のヒナは，哺乳類によ

る捕食を避けるためにヒナの鳴き声が小さくなっているとい

うことが知られています（Briskie et al. 1999）．ジュウイチの

ヒナの黄色い翼角を誇示するディスプレイはカッコウのヒナ

のように大きな声で鳴けない条件の中で進化してきたのか

も知れません． 

【立教大・院・理（学振特別研究員）／バードリサーチ嘱託

研究員 田中啓太】 

 では信号の受け手である宿主はどうなのでしょうか．もし

宿主がディスプレイに応じて給餌量を増やしていなければ

この形質には意味がありません．このことを調べるために野

外で実験を行いました．実験は，操作を行わなかった場合

（対照区I, Control I）と，人がいじった効果を見るため，無

色の溶剤を塗った場合（対照区II, Control II），ジュウイチ

のヒナの翼角を黒い無害の顔料で塗り黄色を隠した場合

（処理区, Dyeing）の３通りの条件を設けて，それぞれの給

餌回数を比較しました． 

 すると，対照区I に比べて対照区II では給餌回数は減少

しませんでしたが（P = 0.27），翼角を黒く塗った処理区で

は統計的に有意な減少が見られました（P = 0.0085）．これ

により翼角は給餌を引き出す機能を持っているということが

わかりました． 

スプレイをする頻度が減少するという結果が得られました

（図B，P < 0.0001）．これによりジュウイチのヒナは餌をもら

おうとしてディスプレイしているということがわかりました． 

 バードリサーチ嘱託研究員の田中啓太です．上田恵介

先生と共著の拙著論文が Scienceに掲載されましたので，

紹介させて頂きます．托卵鳥であるジュウイチのヒナが，い

かにして宿主に餌を多く運ばせているか，という話です． 

 

 カッコウを始めとする様々な托卵鳥のヒナは，孵化後すぐ

に宿主のヒナや卵を巣の外に落とすなどして，殺してしま

います．こうすることで托卵鳥のヒナは餌を巡って他のヒナ

と争ったり，宿主に自分達のヒナではないということがばれ

たりすることなく育つことができます（Lotem 1993）．その一

方で，ヒナの数が減るとその巣全体としての餌をねだる刺

激が減ることになり，宿主が運んでくる餌の量が減少してし

まうという結果を招きます（Kilner et al. 1999；Kilner et al. 
2004）．そのため，托卵鳥のヒナは自分の餌要求量にあわ

せて，何とかしてより多くの餌を宿主に運ばせる必要がある

のです． 

 たとえばヨーロッパヨシキリに托卵するカッコウでは，餌の

要求量は宿主の一腹分のヒナ（4～5 羽）と変わりませんが，

ヒナが口を開けた時の面積の合計（開口部面積）はずっと

小さくなってしまいます．この開口部面積というのは親が給

餌量を調節する重要な信号となっているため，開口部面積

に見合った給餌量では，カッコウのヒナは巣立つことができ

ません．そこで，もう一つ重要な餌請い信号である鳴き声を

異常なまでに激しくすることで，この視覚刺激の不足分を

補っているということがわかっています（Kilner et al. 1999）． 

 ではジュウイチの場合はどうなのでしょうか？ジュウイチの

ヒナは，図A の写真にあるように，翼の内側に口内と同じ黄

色い皮膚が裸出している部分 (翼角) を持っています．そし

て，宿主が給餌にやってくると翼を持ち上げ，激しく揺らす

ことでこの翼角を

宿主に対して誇示

します．このことか

ら，翼角が餌請い

の信号となってい

て，ジュウイチのヒ

ナは翼角をディス

プレイをすることに

よって宿主を操作

している，というこ

とが考えられます． 

 この形質が餌請いの信号であるならば，空腹の時のヒナ

はそうでない時よりも強くディスプレイをする必要があります．

そこで，給餌の際に翼角をディスプレイしたかどうかというこ

とと，前回給餌を受けた時からどれくらい時間が経っている

のか，つまりヒナの空腹の度合いとの関係を調べてみまし

た．すると，給餌の間隔が短くなればなるほど，ヒナがディ
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図 Ｃ．実 験処

理毎の１時間

あたりの給餌

回数．翼角を

黒く塗った場

合（Dyeing）に，

仮親による給

餌 回 数 が 減

少した． 

図Ａ．給餌にやってきた宿主に対し，翼を持ち

上げて揺らし，翼角皮膚裸出部を誇示す

るジュウイチのヒナ． 

図Ｂ．給餌間隔とディ

スプレイ頻度の関係．

縦軸の“1”は“ディスプ

レイした”，“0”は“しな

かった”，横軸は宿主

が給餌にかけた時間．

間隔が短くなるにつれ

て頻度が下がっている

ことがわかる．実線は

全体，破線は各ヒナに

おける推定確率． 


